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   学校生活アンケートにお
いて、「生活がすごく楽し
い」と答えた生徒が80％に
達しており、生徒が安心し
て前向きに学校生活が送
れていることが伺える。ま
た、登下校指導を年間20
回以上実施するとともに、
ヘルメット直用率が、
96.8％と高い水準を維持し
ている点は、安全意識の
定着と持続的な指導の成
果として評価できる。さら
に、学校満足度が高く、
「学校の先生は信頼でき
る」と回答した生徒が86％
に上がっていることから、
生徒指導部を中心とした日
常的な関りや指導指導
が、生徒との信頼関係の
構築に大きく寄与している
ものと考える。

   就職内定率94％、進学
決定率93％と、就職・進学
のいづれにおいても安定し
た成果を上げており、進路
指導部による計画的かつ
丁寧な支援の成果が表れ
ていると評価できる。また、
就職と進学の割合がおお
むね5：5となっていることか
ら、生徒一人一人の希望
や適性に応じた多様な進
路選択が尊重されているこ
とが伺える。さらに人権意
識や人権感覚に関するア
ンケートを実施するなど、
進路指導が単なる進学・就
職するための指導に留め
ず、社会で求められる人権
意識の涵養を意識した指
導が行われている点も評
価したい。
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A

A進路指導部

基礎学力の定着を図るための取り組みを推進する。

効果的なICT活用により「個別最適な学び」の実践を推進する。

授業アンケートの分析を行い、指導方法の改善を図る。

観点別学習評価方法の工夫について校内で共有し、改善に取り組む。

SEL-8Careerを系統的かつ効果的に組み込んだ進路HR計画を立案・実施する。

福岡県立 嘉穂総合 高等学校

   就職内定率、進学決定率ともにほぼ目標を
達成することができた。面接指導に関しては、
進路指導部と担任が協力して指導する体制を
構築し効果を上げることができた。来年度はさ
らに学校全体で支援できるシステムを考え実
践したい。

   生徒自らのキャリア形成のため、キャリアパ
スポートを効率的に利用することができた。特
に、自らを振り返る取り組みは効果があった。
進路ガイダンスやインターンシップを効果的に
実施することができた。来年度はさらに充実さ
せ、生徒の進路実現に繋げたい。

    先生方が生徒の特性を考慮され、人権HR
や日常の教育活動で人権を尊重する雰囲気
を作り出して頂いた。不適正選考に関しても
生徒が意識できるようになった。来年度は今
年以上に職員研修を充実させ、生徒向けの講
演会を実施していきたい。

　年間予定に組み込んだ日程で研修を実施
することができた。ICT活用研修では外部講師
を招き、ニーズに合わせた内容で実施するこ
とができた。職員にアンケートを行ったが、ア
ンケートの回収率を上げることが次年度の課
題である。

　地域イベント等の情報を収集し、積極的に学
校側からイベントに参加した。今後も学校関係
団体と協力し本校の情報を発信していく。学
科別リーフレットを作成する。

   広報活動を効果的に行うために学校HPを
一層充実させたい。そのために学校行事・学
科・部活動等の情報更新を継続的に行う。
４つの学科の特色を生かした学校説明会や出
前授業を積極的に取り組み、中学生や保護
者に本校の魅力をアピールする。

   規範意識育成学習を年間６回実施。「制服
の着こなしセミナー」を行い、フォーマルとカ
ジュアルの違いが理解できた。
学期ごとに学校生活アンケート及びアセスを
行った。生徒の状況を把握し、生徒に寄り添
いながら支援していく。

   令和7年度からすべての県立学校で自転車
通学生に対しヘルメット着用が義務付けられ
た。飯塚警察署と連携し、ヘルメット着用推進
校として、自転車通学生に促していく。

   体育祭、総文祭等、学校行事を生徒会中心
に主体的に取り組み成功させた。よりよく行事
を行うため、定期的に生徒会会議を行う。

   担任、ＳＣ、ＳＳＷとの連携を図るための予
約ノートの活用によりカウンセリングがスムー
ズに行われた。次年度は授業担当者との連
携もさらに図っていきたい。

   本年度は生徒の美化委員会、保健委員会
が積極的に活動を行った。
   保健室利用については適切な利用につい
て引き続き指導が必要に思う。

自己評価

結果の考察と次年度の課題

学校関係者評価

教育相談の充実

学習環境の整備と保健室経
営の充実

A

組織的・系統的なキャリア教
育の推進

学校運営計画（４月）

学力を伸ばす指導の実践 A

指導方法と評価方法の改善 A

   授業アンケートの結果から、ICT活用につい
ては前年度とほぼ変わらなかった。AIの校務
への導入も踏まえ、活用例等を示し、促進を
図る。

   授業が分かりやすいと答えた生徒は、前年
度から高い割合を示している。先生方に授業
アンケートや教科別の評価方法の工夫につい
ての集計結果を活用していただき、授業改善
につなげる。

差別やいじめを許さない人権
意識の涵養

A

A

・進路ガイダンス（3/12実施予
定）終了時のアンケート

・１年生に対する人権意識や人
権感覚に関するアンケートの実
施

A

学校運営方針 評価
（総合）昨年度の成果と課題

Ａ

第一希望進路の実現

「キャリア・パスポート」を有効活用し進路学習に活かすとともに、学期に１回振り返りを行う。

計画的に進路ガイダンス・上級学校見学やインターンシップ等を実施し、進路意識の向上を図る。

差別やいじめについての知的理解の深化を図り、多様な人権を尊重する雰囲気を醸成する。

３年生に対して、人権・同和教育授業等で公正な採用選考等について周知する。

年間３回以上教職員研修を実施し、教職員の人権意識を高め、その成果を生徒に還元する。

【成果】
１　授業改善を目指した研究授業の実施及
び職員研修の充実
２　20周年記念諸行事の成功と生徒の主体
性の向上
３　各学科における校内外での地域貢献活
動の充実
４　インターンシップ、進路講演会、進路ガイ
ダンス等、計画的なキャリア教育の充実
５　SNS及び学校HP等を効果的に活用した
広報活動による全学科での志願倍率の維持

【課題】
１　「学び直し」による基礎学力の定着及び
「個別最適な学び」と「共働的な学び」を充実
させるための授業改善
２　生徒の自己肯定感を高める発達支持的
生徒指導の充実
３　SC、SSW、訪問相談員、特別支援教育支
援員と連携した教育相談体制の一層の充実
４　４学科が連携して取り組むことのできる、
学科横断的な事業の推進
５　SNS及び学校HP等による広報活動の更
なる充実と新たな広報戦略の創出

学校関係者評価委員会
からの意見

教務部

本校の魅力や特色を効果的に伝える「学校案内」「学科別リーフレット」を作成する。

中学生やその保護者が閲覧したくなるHP・インスタグラムを組織的に作成、更新する。

体験入学、中学校での高校説明会や出前授業により本校の魅力や特色を直接伝える。

評価項目 具体的目標 評価

   授業におけるICTの活用
が着実に進められており、
「ICTの活用等分かる授業
のための工夫がある」と回
答した生徒が71.6％に達し
ている点は、授業改善の
成果として評価できる。加
えて、「授業が分かりやす
い」という回答が92.7％に
上がっていることから、生
徒の理解度を高める授業
づくりが全体として定着し
ている事が伺える。また、
学校ＨＰの訪問者が、
64,169名、SNSフォロワー
数が1,607名に達している
事は、教務部を中心とした
情報発信が学校の教育内
容や魅力を広く伝えている
結果であり、対外的な評価
向上につながっている。さ
らに、学校説明会を７校、
出前授業を６校で実施する
など、教育活動の発信と連
携を積極的に行っている点
を高く評価したい。

A

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

専門的な知識と技術を生かして希望進路を実現し、地域社会に貢献できる人材を育成する総合型高校
地域社会が有する魅力や課題に着目した実践的な学びを通して、地域を大切にする心やコミュニケーション能力を育み、農業・工業・情報等の専門的な知識・技術を身に付けた、地域に貢献できる人材を育成
します。

スクール・ポリシー
（三つの方針）

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

〇心身ともに健康で豊かな人間性の育成
〇地域と連携した創造的、実践的な学びを通して地域社会に貢献できる力の育成
〇専門性を基盤に、社会人として主体的に生きる力の育成

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

〇就職を中心に進学にも役立つ資格を取得できるカリキュラムの編成
〇興味ある分野、得意な分野を生かし、体験的な学習を通して、専門的な知識・技術を身に付けることが
できるカリキュラムの編成
〇地元の企業でインターンシップを実施するなど、地域と連携したキャリア教育の推進

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

〇就職と進学から幅広く進路選択をしたい人
〇興味ある分野の専門的な知識と技術を身に付けたい人
〇社会人として必要な人間性と基礎学力を身に付け たい人

授業をはじめとする教育活動全体を通して適切な言葉遣いや挨拶を身に付けさせる。

交通事故防止・通学マナーの
向上

A

生徒の主体的な活動の推進 A

具体的方策

広報活動の充実と発展によ
る志願倍率の向上

A

規範意識・コミュニケーション
能力の育成

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

式典・諸行事等の円滑な運
営、各種団体との連携による
学校活性化

A

A

効果的な研修の実施と図書
館の利活用の促進

A

生徒指導部

授業アンケートでICTの活用等
分かる授業のための工夫があ
ると答えた生徒71.6％

授業アンケートで授業が分かり
やすいと答えた生徒92.7％

・研修アンケート
・希望研修についてのアンケー
ト

・小学生わくわくワークショップ
開催
・玄海少年の家オープンガーデ
ンへの参加

・HP訪問者数 64,169名
・インスタグラムフォロワー数
1607名
・学校説明会７校、出前授業6校

・学校生活アンケート
　生活がすごく楽しい 81 ％
・アセス
　自分に満足している73 ％

・登下校指導（交通安全指導含
む）を ２０回以上実施。
・ヘルメット着用率９６,８％

・学校満足度アンケート(生徒・
保護者)
[学校行事の満足度]体育祭・総
文祭98％

・いじめアンケート12回実施予
定
・アセス年３回実施
学校の先生は信頼できる８６％
・学校生活アンケート３回実施

・美化コンクール　　２回
・保健調査
・保健室来室者   983名

SC、SSW、訪問相談員、学習支援員と連携し、個に応じた支援を行う。

特別支援教育に関する職員研修を年１回実施し、教育相談に生かす。

交通安全教室や条例等の周知を通し交通安全意識の向上を図り交通事故ゼロを目指す。

通学指導、公共交通機関のマナー指導を学期に１回行う。

自転車点検（ヘルメット着用含む）を学期ごとに行い、安全意識の向上を図る。

研修に関するアンケートを実施し、ニーズの把握と研修の精選、実施
形態の工夫に努め、職員研修を充実させる。

公開授業期間を実施し、教科横断的な視点で授業改善を図る。

図書館の利活用について新入生オリエンテーションを実施する。

職員・分掌間の連携を強化し、諸行事等を円滑に運営する。

４学科が連携し、地域イベントに参加、広報活動を行う。

PTA・同窓会・なごみ会及び地域との連携を強化し、本校の情報を積極的に発信する。

生徒会や部活動生徒を中心にリーダー育成を行い学校の活性化に努める。

学校行事を活性化し、生徒が積極的に運営できるように努める。

具体的目標

(1) 総合型高校の特性を生かしたカリキュラムマネジメントによる、資格取得実績の向上
(2) ガイダンス機能と３年間を見通したキャリア教育の充実による生徒の希望進路実現
(3)義務教育段階の学習内容の確実な定着を図るための「学び直し」の実施。ICTの効果的活用や客観的データ分析に基づ
いた指導による基礎学力の向上

(1) 心身ともに健康な身体と規範意識の育成
(2) 教育活動全体を通じた社会を意識したコミュニケーション能力の育成
(3) 保護者との緊密な連携による出席状況の改善

(1) 教育活動全体を通じた道徳教育の推進による人権意識の定着といじめを許さない雰囲気の醸成
(2) 「鍛ほめ福岡メソッド」に沿った発達支持的生徒指導の充実による自己肯定感の育成
(3) ネットリテラシーの育成とSNSトラブルの未然防止

(1) ＩＣＴの活用をはじめとする研究授業及び職員研修の充実による授業改善
(2) 授業のユニバーサルデザイン化及びＩＣＴを活用した「個別最適な学び」の実践
(3) 主体的に学ぶ生徒を育成するための観点別学習評価方法の工夫・改善

(1) 地元企業や大学等との連携による効果的かつ高度な専門教育と「協働的な学び」の充実
(2) 各学科の専門性を生かした教科等横断的な視点に立った取組の創造と魅力発信
(3) インターンシップの実施、農産物・加工品の販売、ゴミステーションの寄贈など、地域と連携した教育活動の更なる充実

年度重点目標

１　「確かな学力」の育成

２　基本的な生活習慣の定着と「健やかな体」の育成

３　「豊かな心」の涵養

４　主体的・対話的で深い学びの実践

５　社会に開かれた教育課程の実現

日常の清掃活動、定期的な校外清掃、美化コンクールを充実する。

生徒美化委員会、生徒保健委員会の活動を充実する。

「保健室利用カード」を活用し、適切な保健室利用を促す。

希望進路実現１００％を目指し、進路指導部と第３学年が協力し指導を行う。

面接や志望理由書作成等、生徒に対する進路指導体制をシステム化し実践する。

基礎力診断テストの分析により、生徒の学力概況を把握し進路実現に繋げる。

・就職内定率94％(51/54)
  進学決定率93％(54/58)
 公務員内定率100%(2/2)
                ［2/17現在］
・基礎力診断テスト分析

地域貢献活動や校外行事への参加をとおして、生徒の主体性を育成する。

毎月の生徒対象アンケートで生徒の実態をつかみ、適切な教育相談を行う。

生徒の実態・課題にあった規範意識育成学習を実施する。

学校行事をはじめ教育活動全体を通して生徒の自己有用感や自尊感情を向上させる。

９０
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   ３学年においては、進路
指導部と緊密に連携した
指導が行われ、生徒の希
望進路実現に大きくつな
がった。オープンキャンパ
スへの参加数も目標を大
きく上回り、最上級生として
主体的に進路選択に向き
合う姿勢や大きな成長が
感じられる。一年間を通じ
ていじめ事象が発生してい
ない点も、落ち着いた学習
環境が維持されている証と
して高く評価できる。また、
学科の枠を超えて資格取
得に取り組んだことは、生
徒の意欲や視野の広がり
を示す大きな成果である。
さらに、三年間継続して取
り組んできた朝読書・朝学
習については、90％を超え
る生徒が「進路実現に向け
てた基礎学力の向上につ
ながった」と肯定的に捉え
ており、日常的な学習習慣
の定着が着実な成果を生
んでいることが伺える。

   出席率90％を維持して
いる点は、安定した学校生
活の定着が図られている
成果として評価できる。授
業第一とする態度の育成
についても、継続的かつ粘
り強い指導により、おおむ
ね達成できたと考えられ
る。また、学校行事等の取
組を通して生徒同士の人
間関係の構築を促し、その
過程を通じて人権意識や
規範意識の向上につなげ
ることができており、学年と
しての指導の方向性は適
切であったと評価したい。

   大半の生徒は基本的な
生活習慣を身に付け、安
定した学校生活を送れて
いる点は評価できる。一方
で、一部に勤怠不良の生
徒が見られることや、身だ
しなみの改善については、
引き続き粘り強い指導が
必要である。授業に取り組
む環境や学習に対する意
識の向上は一定程度図ら
れているが、成績不振につ
ながる要因については、早
期対応や個別指導を含め
た改善が求められる。ま
た、いじめや生徒間トラブ
ルに対して学年全体で組
織的に対応し、安定した学
習環境を整えようとする姿
勢は適切であり、今後も継
続した取組に期待したい。

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

A

Ａ

A

第１学年

第２学年

第３学年

基本的生活習慣の定着を図り、出席率平均９８％以上、1年間の出席
皆勤生徒数４０人以上を目指す。

応募前職場見学や進学ガイダンス・オープンキャンパスへの参加数８０件以上を目指す。

講演会、学校行事を通して人権意識の高揚を図り、個人面談や学校生活アンケートを基にいじめゼロを目
指す。

学校の中核を担う学年という自覚を持ち、ふさわしい挨拶や身だしなみをする力を育てる。

毎日の清掃活動に熱心に取り組むことで、社会に役立つ奉仕の精神を養う。

普段の授業を重視させ、ＩＣＴの活用等で、生徒が主体的に授業に参加する態度を育成する。

各教科担当者との連絡を密に行い、生徒の学習状況の把握に努め、学力向上を目指す。

机上の整理を心掛けさせ、学習に取り組む態度を向上し、基礎学力の定着を図る。

インターンシップ、進路ガイダンス等の体験を通して、「自ら調べ、自ら考える」精神を養い、進路実現に向
け深く考えさせる。

リーダーを中心に、各行事の運営や、集合・点呼及び進行などを積極的に行わせ、思考力・判断力・表現
力の育成に努める。

キャリア教育を通した将来に
向けた規範意識の高揚

社会で生き抜くための「月間目標」を生徒会生徒と協議・設定し、毎月
の達成率８０％以上を目指す。

創立２０周年が終わり、次の周年へと歩みだす新たな一年にリーダー
シップを発揮できる人財を育成する。

ネットリテラシーの育成及びSNSによるいじめや誹謗中傷の事例を見
逃さない学年体制を構築する。

各学科との連携をより強固にしていき、資格試験の受験を促進し、合
格率８０％以上を目指す。

   学年の先生方の細やかな声掛けや指導、
担任の先生方の根気強く丁寧な対応により出
席率90％台を維持することができている。次
年度も継続していきたい。A

最上級生に相応しい、自ら考
え、結果を出せる生徒の育成

A

学年スローガン「Beyond１ to
９」～挑戦・飛躍・そして未来
へ～を共有し、社会で「生き
抜く力」を身につけさせる。

A
服装の整備、机上の整頓、鞄を机の右に掛けるという「３つの徹底」を
徹底し、授業に主体的に取り組む生徒を育成する。

学校を主軸とした
基本的生活習慣の定着

A

学習意欲の向上と学習活動
に向かう態度の育成

Ａ

進路ガイダンス等の体験活動を通して自己の役割を理解させ社会形成能力の育成を目指す。

リーダーの育成を図るとともに各行事の運営、進行などを積極的に行
わせ、人間関係形成能力の育成を目指す。

講演会、学校行事を通して人権意識の高揚を図る。個人面談や学校
生活アンケートによりいじめ見逃しゼロを目指す。

全員進路実現　　全員卒業

生徒の就職率・進学率１００％を目指す。

・授業時巡回　平常授業時毎日
・成績不振者（欠点）1学期35
名、2学期31名
・行事時教室状況確認　8回

・就職率及び進学率(進路指導
部データ）
→就職（94％）、進学（93％）
　 公務員（100％）【2月17日現
在】
・出席率平均（教務データ）
→95.8％【2月17日現在】
・皆勤数（教務データ）
→24名【2月17日現在】
・応募前職場見学、オープン
キャンパス等
参加件数
→135件【2月17日現在】

朝読書や基礎学力定着の取組を行い、インプット及びアウトプットの機
会を通して主体的に生きる力を身につけさせる。

基本的生活習慣の定着

自己管理の重要性を理解させ、出席率の向上、1年間の出席皆勤率５０％以上を目指す。

A

A

    進路指導部と連携し、生徒の進路指導にあたる
ことができた。担任を中心に学年教員が情報共有
し、生徒の指導にあたることができたため、生徒の
第一希望進路実現に大きくつながった。次年度は、
より生徒への効果的な指導ができる仕組み作りが
必要であると感じる。
   出席率の平均は９４．８％、皆勤生徒数は２４名と
どちらも目標の数値には届かなかった。しかし、学
年全体として意識を高く持ち登校している生徒の数
は明らかに増えたと感じている。
   応募前職場見学、オープンキャンパス等参加件
数は１２７件と目標にしていた８０件を大きく上回っ
た。積極的に生徒が行動したことで、ミスマッチ等も
生まれていないことは成果であると感じている。

R7.4月～R8.1月日別の出席率
が95%を下回ったのは15/168
出席皆勤者19名(2/17現在)

・学校生活アンケート
・美化コンクール

・体育祭、総文祭振り返り実施。次
期生徒会や次期リーダをしたいとい
いう回答各クラス2～4名程度あり。
・人権同和教育授業全５回実施予
定
・いじめアンケート１２回実施予定
・進路ガイダンス３月実施予定

・出席皆勤率　5％
・服装頭髪検査　5回、朝礼、終
礼、学年集会等での意識高揚
声掛け
・毎日の清掃活動、美化コン
クール　2回

・2学年全体でインターンシップ
実施(3日間)
・各行事、学年集会等での点
呼、報告
・いじめアンケート　12回実施、
いじめトラブル・別室学習対応

A

Ａ

  クラス担任の先生方や教科担任、SC、
SSW、訪問相談員等との連携を通して、生徒
への根気強い指導により概ね達成できたよう
に思う。次年度は達成度をさらに高められるよ
う、取り組んでいきたい。

   体育祭や総文祭といった学校行事への取り
組みの中で、新たな人間関係の構築を通して
人権意識や規範意識の向上につなげること
ができた。次年度のインターンシップや修学旅
行等の学校行事に生かしていきたい。

   大半の生徒に関しては勤怠、挨拶、身だし
なみ等の基本的生活習慣を身に付け、しっか
りと行動することができている。
   課題：一部の勤怠不良の生徒の改善(家庭
との連携)、一部の生徒の身だしなみ改善に
向けた取り組みが必要である。

   授業時の巡回や机上の整理、授業規律の
確立に向けた取り組みを行い、授業へ取り組
む環境・意識を高めさせることができた。
課題：成績不振につながる要素（勤怠不良、
授業環境等）の改善である。

   2学年全員参加でのインターンシップ実施。
就業意識を高めることができた。いじめトラブ
ル等にも学年で対応でき生徒の安心、安全、
安定した環境を整える行動ができた。
課題：当事者意識・人権意識の高揚を今後も
高めていく。また、最上級生としての意識を持
たせる。

・いじめアンケート
→１年間いじめ該当件数０件
・SNS等のいじめ件数
→０件

   20周年を中核学年として経験したことをしっかりと
生かし、最上級生としてリーダーシップを発揮してく
れた。次の周年へとつながる新たな一歩を堂々と走
り抜け、素晴らしい集団・人財に成長したと感じる。
  いじめアンケートの結果からもわかるように、１年
間通していじめ等の事象は発生していない。１年次
より学年全体で、人を想う気持ちや考えて行動する
ことを強調し、指導を行ってきたので大変うれしく思
う。SNSに関しても昨年度重点指導事項の一つとし
ていたので、今年度０件は成果と成長を感じる。
   生徒は資格試験に積極的に取り組んだ。各専門
学科の資格だけではなく、学科を越えた資格取得に
取り組めたことも大きな成果である。

  １年次は「朝読書」、２年次からは進路のことを考
え「朝学習」を追加して、この３年間継続して取り組
んできた。生徒へのアンケートから、「朝読書」に関
しては９０．８％、「朝学習」に関しては９４．９％の生
徒が効果的だった、取り組んでよかったと感じてい
ることがわかる。特に、生徒の感想として、「今まで
読めなかった漢字が読めるようになった」、「落ち着
いた環境で朝をスタートできるようになった」、「本を
読むことで教養が増した」、「進路実現のための基
礎学力向上につながった」というようなものが大変
多かった。
　 社会で生き抜くための「月間目標」を毎月実施し
た。４月～１１月までアンケートを毎月取っている
が、達成度は全ての月で８０％を大きく上回った。

・朝の取り組みに関するアン
ケート
（学年独自）
→朝読書は効果的である90.8％
・月間目標達成度確認アンケー
ト
（学年独自）
→朝学習は効果的である94.9％
・月間目標振り返りアンケート
（毎月実施）
→毎月80％以上達成【2月17日
現在】

キャリア教育を通した将来に
向けた規範意識の高揚

授業を第一とした態度の育成

家庭と連絡を密に行い日々の出席率を95％以上、出席皆勤者を５０人以上を目指す。

挨拶や身だしなみを整えることを徹底し、高校生としての自覚を持たせる。

時間厳守を徹底し、清掃活動への積極的な取り組みを促す。

学習意欲向上および主体的に学習活動に向かう姿勢の涵養。

教科担当者との連絡を密に行い、生徒の学習状況の把握に努め、学力向上を目指す。

身の回りの整理整頓を徹底させることで学習環境の整備に努めさせる。
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自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

Ａ

Ａ

Ａ

B

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

B

Ａ

Ａ

B

   生徒一人一人の到達目
標レベルを明確にし、段階
的な目標設定を行おうとす
る姿勢は、今後の指導の
質向上につながる重要な
視点である。ＤＸハイスクー
ル選択校として、プロジェク
ションマッピングに積極的
に取り組み、研究課題にお
いても完成度の高い成果
が見られたことは、高く評
価できる。一方で、ＩＴパス
ポート試験の合格者が０件
であった点については、課
題が残るため、授業内で
の受験意欲を高める工夫
や、受験者数増加につな
がる取り組みが求められ
る。今後は、大学との連携
や出前講座の活用なども
視野に入れ、資格取得を
含めた学習意欲の向上に
つながる指導の充実を期
待したい。

実習環境の整備と安全教育
の充実

実習環境を整備し、系統的かつ効率的な実習指導体制を確立する。

   桂川町との地域連携活動によるベンチ制作
活動等を通して社会貢献に対しての意識を高
めることができた。今後も継続して実施し地域
に貢献できる人材を育成していきたい。職員の技能向上研修を実施することにより、指導力を高める。

ゴミステーション寄贈等、社会貢献意識を高められるように指導を行う。

A

情報科

農業食品科

工業科

進路を見据えた教育活動の
充実

A

   様々な機会を活用して地域連携を行うこと
ができた。次年度は、行事・内容の精選を行
いつつ、より良い方法を検討する。

小中学校や保育園等、異校種との交流授業により、社会への適応力、実践力を育成する。

ワンヘルス教育を通じた地域との連携を促進する。

専門性を生かした教育内容
の充実

生徒の専門的な知識・技術を高め、主体的に学習に取組む態度を育成する。
・小中学校のワンヘルス・動物
見学者数⇢延べ222名（集計中）
・芋ほり体験→園児88名

A

   農業セミナーやFAR夢プランなどへの参加
を通じて、農業に関する知見を広げることがで
きた。次年度はさらに、地域や校外での学び
の機会を設定したい。

授業アンケート等を効果的に活用した授業改善を行いながら、生徒一
人一人の学びを深める。

農業セミナーや情報交換等における地域と連携した研修や実習を行
い、農業に関する幅広い知識・技能を習得させる。

教育環境の整備と安全教育
の充実

GAPやHACCPの視点を取り入れながら、安全面や衛生面の徹底を図る。

環境保全意識と自然保護意識を持つ人材育成を目指す。

教育活動における質の向上
とものづくり意識の向上

学科内・担任間での情報共有を密にし、生徒に合った指導を行う。
インターンシップアンケート
学校生活アンケート
授業アンケート

A

科目の内容や進路に合った、ＩＴに関する資格を精査し資格取得者の
増加を目指す。

  IT関連企業や現場および上級学校で基礎と
して必要になる科目は生徒の理解を得られた
形になった。一方で、それぞれの目標レベル
が明確でないため、次年度は、必要なリサー
チを行いあらかじめ目標の設定をしっかり行
いたい。

情報工学の基礎となる内容(論理、プログラミング、情報表現、コン
ピュータサイエンス等)の学習内容の見直しを行う。

チーム開発を体験できるような実習・授業の実施する。

特色化と専門性を向上させる
指導改善

B

   DXハイスクール採択校２年目として外部の専門
機関との連携のもと、より充実した内容でプロジェク
ションマッピングに取り組んだ。次年度は３年目とし
て地域連携等を含めさらに発展させていきたい。本
取組については、カリキュラムマネジメントを適切に
行い、情報科教員と各科目間の相互の連携を図
り、計画的・系統的な取組としていく。
   課題研究は、ゲーム作品で豊作となった。また全
ての作品がゲーム性を重視し、完成度も高かった。
次年度以降も、目標意識のもと、より完成度の高い
研究活動になるよう指導したい。

教科内での科目間の連携を強化し、実習内容や教材の充実を図る。

課題研究において、１，２年次での学習が活かされ、かつを時代に沿っ
たテーマを設定できるよう図る。

A

   ITパスポートの合格者が0件であるが、カリキュラ
ム上、対応するのが難しかった。またITパスポート
の受験者が増えるような取り組みを授業に取り入れ
ていきたい。
   大学との連携や出前講義等の提案をいただいて
いる。1つでも多く実現できるよう努力していきたい。

A

上級学校などの外部機関との交流や連携事業を充実させ、進路実現に繋げる。

学科内進路体験発表会を実施する。

   地域との連携を生かした
教育活動が推進されてお
り、実践的な学びの機会
が、充実している点を評価
したい。また、農業セミナー
や「FAR夢プラン」等への
参加を通して、生徒が農業
や食品分野に関する知見
を広げることができており、
専門性の向上につながっ
ていることが伺える。一方
で実習教室の空調設備に
ついては、生徒の約30％
が整備を希望しており、学
習環境のさらなる改善に向
けた検討が望まれる。

地域と連携し、地域に必要と
される学科づくり

農産物販売会や食品加工講習会の実施等、積極的に地域と連携した
活動に取り組む。

学科アンケート
・農業食品科の取組を通じて農
業に対する関心や意欲が高まり
ましたか。
→「高まった」「やや高まった」
88.6％

   第二種電気工事士試験
をはじめとする各種資格試
験について、受験率及び
合格率のさらなる向上を目
指した指導が継続的に行
われることを期待したい。
また、実習や日常の指導
を通して安全教育を高める
取組みが重視されており、
専門教育における基礎とし
て重要な視点であると評価
できる。さらに、地域連携
活動を通じて社会貢献へ
の意識を高め、地域に貢
献できる人材の育成を目
指している点は、工業科の
教育目標として意義深く、
今後のさらなる発展に期待
したい。

A

情報エンジニア・クリエイター
人材の育成

産業現場や上級学校で必要とされる力を身に付けさせる教科指導を行う。

「情報システムのプログラミング」、
「情報デザイン」、「ネットワークシス
テム」について
・定期考査素点：60点以上
・授業アンケート「分かりやすさ」：お
よそ50％以上
チーム開発等を主とした単元、活動
があった科目・・・3科目

課題研究のテーマ分析
・ゲーム制作(合計)…92％
・ゲーム制作のうち汎用(高度)ゲー
ムエンジンを活用したもの…33％
・１，２年次に履修したPythonプログ
ラミングに関するもの…10％
・Webコンテンツ制作…2.5％
・グラフィックデザイン、マルチメディ
アコンテンツに関するもの…15.3%

資格取得状況…ITパスポート　0件
交流事業等…４回（小学校交流事
業、DX関連事業、AI関連事業）
※未実施の大学等との連携に関す
る相談等・・・２～3件

学科の特性を活かしたカリ
キュラムによる資格・検定の
実績向上

効果的に学習に取り組める環境を整え、生徒の資格取得意識の定着を図る。
各資格・検定試験受験者数
各資格・検定試験合格者数
課題研究授業評価

A

   第二種電気工事士試験をはじめ多くの資格
取得に挑戦させることができた。今後は効率
的な指導方法を確立し、さらなる受験率と合
格率の向上をはかりたい。生徒が積極的に資格取得を目指すように意識を高める。

必要に応じてICTを活用し、プレゼンテーションによる、表現技術を習得させる。

安全意識声掛け定着率
普段の相互服装点検

B

   毎時間授業開始時の相互服装点検や安全
意識声掛けを習慣化させることで、大きなケガ
等なく実習を行うことができた。次年度はさら
に安全意識を高められるように続けて指導し
ていきたい。

安全教育・危険防止教育の徹底を図り、安全意識を向上させる。

情報実習の弾力的な運用を通して、専門性の向上と特色化を図る。

・学科アンケート
→実習教室の空調を整備して
ほしい　生徒の３０％が要望。
　農業基礎実習室にエアコン整
備
・実験・実習中の事故、怪我０人

A

   安全な環境整備に向けて、整備の必要な
箇所の把握を行う。次年度は、各科目におけ
る安全教育をさらに進めていく。

実験実習室、圃場等の環境を整備し、安全に実習を行うことができるようにする。

安全な授業・実験・実習を実施するための安全教育を行う。

A

・学校満足度アンケート(生徒・
保護者)
[専門科目の授業][資格取得]
・検定試験結果 A

  検定試験は被服製作・食物調理ともに高い
合格率であった。来年度も安全で衛生的な実
習・実験に取り組み、ICT機器をより活用しな
がら生徒の情報分析力を育むことができるよ
う授業を実践していきたい。

ICTを活用することで、情報分析力を身につけさせる。

実習を通して協力や思いやりの姿勢を育てるとともに、技術の習得に努める。

ビジネス系における教育活動
の充実

ビジネス実務計算３級、ビジネス文書検定３級の合格者８割を目指す。
・学校満足度アンケート(生徒・
保護者)
[専門科目の授業][資格取得]
・検定試験結果→PCに関して
は、受験者80%の合格

A

   検定試験については、１・２年生のパソコン
を利用したものは、70%の合格率を出したが、
計算・簿記に関する検定試験については、思
うような成果を出しておらず、次年度の課題と
なった。

電卓や、パソコン等を使用し、ビジネスに関する計算能力を高める。

レポートの書き方やプレゼンテーションの技法を身につける。

普通科
総合コース

A
ライフデザイン系における教
育活動の充実

被服製作、食物調理技術検定の合格者７割以上を目指す。

地域における学習成果発表会を行い、取組の成果を発信する。

文化祭等を通じて、地域とふれあい、成果を発信する。

・交通の便の維持
・中学校や地域のひゅかは上がっている。今後も地域とと
もに、発展してほしい。

地域社会と連携し、貢献でき
る力を育成する

A

学校関係者評価

・授業アンケートの結果から、生徒自らの理解度に応じて学び直しに取り組める授業作りが進めているので、引き続き、基礎学力の定着に向けた取り組み行ってい
く。
・進学率が着実に向上していることは、学校全体としての進路指導体制や学習支援の成果が表れているので、専門高校としての進学体系を作る必要がある。.
・研究発表会においては各学科がそれぞれの特色を踏まえた工夫や改善を重ねており、教育活動の質向上に向けた組織的な努力を継続し、さらなる取り組みや発
表会にしていく。

評価（総合） 自己評価は

　Ａ：適切である

　Ｂ：概ね適切である

　Ｃ：やや適切でない

　Ｄ：不適切である

A

評価項目以外のものに関する意見

地域住民参加型の体験学習を行う。

・体験入学アンケート
・体験学習アンケート
・学科の特性を生かした校内外
の事業の回数

  体験入学での感想や意見、外部講師との連
携など生徒の能力向上・情報発信には良好な
成果が出ている。次年度に向け、教科横断的
内容を含め他学科との共同事業に関する工
夫が必要である。

   能力向上に向けた取り
組みや、その成果に関す
る情報発信は概ね良好で
あり、生徒の学習意欲を高
める工夫がなされていると
評価できる。また、各種検
定試験においては、高い
合格率を維持しており、基
礎的・実践的な学力の定
着が図られていることが伺
える。一方で、簿記分野に
おいては、十分な成果が
得られていなかった点も見
受けられるため、今後は指
導方法や学習支援体制の
さらなる工夫・改善を期待
したい。
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